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【短報】ヒラタカクヒメエンマムシの一採集例
ヒ ラ タ カ ク ヒ メ エ ン マ ム シ Margarinotus 

(Kurilister) kurbatovi (Tishechkin, 1992) は国後島を
タイプ産地とし，ほかに北海道，本州，四国から
分布が知られる採集例の少ないエンマムシである
(Ôhara, 1993)．
生態情報も少なく，

Tishechkin (1992) は，
正模式標本の雄個体が
得られた状況につい
て，朽ち木を篩うか，
枯れ木の樹皮下から得
られたとしながらも，
採 集 者 の S. Kurbatov
氏はそれ以上のことを
記憶していないと但し
書きを添えている．ま
た，平野（1994）はブナの朽ち木に生えたキノコ（ま
たは樹皮下）から採集したことを報じ，大原ら（2011）
は，北海道でトランクウィンドウトラップを実施し
て本種を複数採集するとともに，鳥類や哺乳類など
の巣に依存する種ではないかと推定している．
筆者は東京都奥多摩町において本種をやや特殊
な状況下で採集しているので報告する．

2exs., 東京都西多摩郡奥多摩町日原一石山～人形
山（標高 1,000−1,100 m）, 4. V. 2007.
周辺環境はブナ，ミズナラを主体とした森林
で，2個体ともクサアリの一種 Lasius (Dendrolasius) 

sp.が営巣したミズナラ大径木の根元でアリの巣入
り口付近から採集した．そのため，同時に得られ
た職アリを別台紙に貼付け，本種標本と同じ針に
刺したかたちで筆者が保管している．東京都初記
録にあたる．
過去の採集状況とはやや異なるが，朽ち木ま

たは木の枯死部に関係している点は共通してい
る．このアリの巣からは，多くの好蟻性ハネカク
シが得られた以外に，セスジムシ Omoglymmius 
crassiusculus (Lewis, 1888)といった，アリとの親和
性は認めがたい朽ち木性の甲虫（この場合，変形
菌食者といったほうがより正確）も確認しており，
本種を好蟻性種とにわかに断定できるものではな
い．むしろ，甲虫のなかでも硬い体表構造をもつ
エンマムシ科が，一般論として，アリからの攻撃
を被りにくいことの一観察例にすぎないかもしれ
ない．
この巣にはその後も注目していたが，追加個体

は得られなかった．後日，このアリの巣から 20 m
ほど離れた場所を飛翔中の個体を採集しているの
で，合わせて記録しておく．

1ex., 同地 , 5. VI. 2007, 筆者保管 .
末筆ながら，本種の生態情報について種々ご教

示をくださった大原昌宏博士（北海道大学総合博
物館）に深謝したい．

引用文献
平野幸彦 , 1994. ヒラタカクヒメエンマムシをブナより得る．

図1．ヒラタカクヒメエンマム
シ（奥多摩町産）．
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【短報】フトミツギリゾウムシの日本からの追加記録
フトミツギリゾウムシ Prophthalmus wichmanni 

Kleine, 1916（ミツギリゾウムシ科）は，♂の後
頭部から口吻端までが太長く，複眼が小さいとい
う非常に特徴的な頭部形態を持つ種であり，イン
ド（アッサム，ダージリン）およびラオス，ベト
ナム，マレーシア，中国南部，台湾，日本（石垣
島）に分布することが知られている（Morimoto & 
Kojima, 2005）．本種の詳しい生態は未だ不明であ
る．Sforzi & Bartolozzi (2004) は，Kabakov (2001)
に基づいて Terminalia sp.（シクンシ科）と Ficus 
sp.（クワ科），Trema sp.（ニレ科），Citrus sp.（ミ
カン科）を本種の寄主植物としてリストアップし
ているが，原典に当たると，単に成虫がこれらの
樹種の枯木上で発見されたというだけの知見に過

ぎず，これを寄主記録とみなすのは無理があるこ
とが分かる．
フトミツギリゾウムシは，日本では極めて稀な

種であり，今のところMorimoto & Kojima (2005)が
日本初記録として報じた石垣島米原からの 1♀しか
知られていない．筆者らは，石垣島産の 2個体の
標本を検する機会に恵まれた．大変貴重な採集例
であると考えられるので，ここに報告する．

1♂（図 1），沖縄県石垣島嵩田林道 , 31. III. 
1992, 栗原珪一採集（農環研所蔵昆虫標本番号 24-
0475214；森本桂同定確認）；1♀（図 2）, 沖縄県石
垣島屋良部林道 , 2. IV. 2003, 土岐和多瑠採集（農環
研所蔵昆虫標本番号 24-0475215）．

嵩田林道で採集された 1♂は小型個体で，森本
（2008）によって図示された大型個体とは一見別種
かと思ってしまうほど頭部形態が異なっているが，
森本博士に同定を確認していただいたところ，や
はり本種であるとのことであった．なお，この個
体の採集状況は不明である．屋良部林道で採集さ
れた 1♀は，広葉樹の枯枝に巻きついた蔓性植物の
花をスウィーピングした際に得られたものである．
先行記録の採集データと合わせて考えると，石垣
島においては，少なくとも 3月下旬から 5月上旬
にかけて本種の成虫が発生していることが分かる．
末筆ながら，貴重な標本をご提供下さった栗原

隆博士（栃木県立博物館）と同定の労を賜った森
本桂博士（九州大学名誉教授）に厚くお礼申し上
げる．
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（土岐和多瑠　124-0001　葛飾区小菅 1-36-2-1003）図1−2．フトミツギリゾウムシ，石垣島産．1：小型雄；2：
大型雌．


